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私
は
自
分
が
人
よ
り
優
れ
て
い
る
と
思
っ
た

こ
と
は
一
度
も
無
い
。
高
校
も
大
学
も
志
望
校

に
断
ら
れ
た
。
そ
し
て
行
っ
た
の
が｢

松
蔭
女

子
学
院
大
学｣

だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
神
学

生
に
な
っ
て
、
八
代
斌
助
主
教
（
当
時
、
神
戸

教
区
主
教
）
や
、
す

ば
ら
し
い
教
授
・
学

生
た
ち
に
出
会
い
、

九
年
後
、
夫
婦
に

な
っ
た
人
と
も
出

会
っ
た
。

　
そ
の
後
「
聖
使
修

士
会
」
に
入
れ
ら
れ
、
交
通
事
故
を
起
こ
し
、
聖

公
会
神
学
院
に
行
っ
て
も
、
そ
の
事
故
処
理
が

出
来
ず
、
仲
間
の
神
学
生
た
ち
と
の
喧
嘩
に
明

け
暮
れ
、
何
も
か
も
嫌
に
な
っ
た
時
期
が
長
く

続
い
た
。で
も
そ
の
中
で
、自
分
の
罪
を
イ
ヤ
と

い
う
ほ
ど
知
り
、そ
の
結
果
、罪
の
赦
し
を
イ
エ

ス
様
か
ら
直
々
宣
言
さ
れ
る
体
験
を
し
た
。

　
執
事
試
験
は
、
ま
だ
管
区
レ
ベ
ル
の
そ
れ
が

挫
折
の

む
こ
う

に
恵

み

　
　
　
司
祭
　
神 

﨑 

雄 

二

 

《
恵
み
に
生
か
さ
れ
て
》

無
い
時
代
で
あ
り
、
聖
公
会
神
学
院
で
行
わ

れ
た
。
試
験
結
果
が
中
道
淑
夫
主
教
（
神
戸
教

区
）
に
送
ら
れ
て
来
た
と
い
う
の
で
、
私
は
主

教
邸
に
呼
ば
れ
た
。
主
教
は
そ
の
結
果
の
書

面
を
見
つ
め
て
は
私
の
顔
を
見
、
何
か
言
お

う
と
さ
れ
た
が
、
ま
た
そ

の
書
面
に
目
を
や
り-

-
-

-

、
そ
し
て
、
と
う
と
う
、

そ
の
書
面
を
伏
せ
て
し

ま
い
、
一
言
言
わ
れ
た
。

　｢

君
の
良
さ
は
、
東
京

の
連
中
に
は
分
か
ら
ん

よ
う
だ
ね
ー｣

。
そ
し
て
按
手
式
は
す
ぐ
行
わ

れ
た
。
　

　
私
の
人
生
は
す
べ
て｢

か
く
の
如
し｣

だ
っ

た
。で
も
そ
ん
な
挫
折
ば
か
り
の
私
だ
か
ら
こ

そ
、
己
を
誇
る
こ
と
な
く
、
何
と
か
か
ん
と
か

歩
ん
で
来
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か

と
、た
だ
た
だ
主
の
恵
み
を
感
謝
し
て
い
る
。

  
    

(

聖
救
主
教
会
牧
師)
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１１（日）大斎節第３主日

主教巡回  　

　　小笠原聖ジョージ教会

１３（火）銀座朝祷会

１４（水）環状Ｇ牧師協議会 （立教諸聖徒）

１５（木）教財務サービス委員会

１６（金）銀座朝祷会７００回記念夕祷・

　　　　　講演会  （聖アンデレ）

城南Ｇ牧師協議会 （聖オルバン）

信徒講座＝教会の歴史

１７（土）教会会計委員懇談会

　　　　　　　      　（アンデレホール）

聖公会神学院卒業礼拝

１８（日）大斎節第４主日

外濠Ｇ教会協議会（目白）

　 環状Ｇ教会協議会　

　　　　　　　    　（練馬聖ガブリエル）

　　　 多摩Ｇ教会協議会（小金井）

１９（月）　幼稚園委員会

　　 礼拝音楽委員会

２１（水・休日）　第１０４（定期）教区会

◇
３
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
聖
公
会
生
野
セ
ン
タ
ー
の
た
め

（
４
日
）▽
教
区
青
少
年
活
動
の
た
め

▽
い
の
ち
の
電
話
の
働
き
の
た
め
▽

キ
ッ
ド
ス
ク
ー
ル（
幼
稚
園
）の
た
め

◆
大
斎
プ
ロ
グ
ラ
ム 
４
　
　

　
▽
浅
草
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
　
・
講
演
会

「『
き
ぼ
う
の
い
え
』の
今
日
こ
の
頃
」

＝
３
月
18
日(

日)

、講
師
／
山
本
雅
基

同
所
施
設
長
　
・「
新
し
い
歌
を
主
に

献
げ
よ
う
」
＝
25
日(

日)

、
聖
歌
指
導

／
小
貫
ツ
マ
司
祭
（
北
海
道
教
区･

退

職
）
　
時
間
は
い
ず
れ
も
13
時
半
。
電

話
03（
３
８
５
１
）９
５
２
１
。

　
▽
清
瀬
聖
母
教
会
　
講
演
会
「
硫

黄
島
に
生
き
た
命
に
触
れ
て
」
＝
講

師
／
梯
（
か
け
は
し
）
久
美
子
（
太
平

洋
戦
争
末
期
、
硫
黄
島
の
兵
士
か
ら

の
手
紙
を
も
と
に
し
た
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
「
散
る
ぞ
悲
し
き
」
の
著

者
）
。
３
月
25
日
（
日
）
14
時
。
会

費
５
百
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）
。

電
話
０
４
２
４
（
93
）
７
４
７
２
。

　
▽
城
南
教
会
グ
ル
ー
プ
　
大
斎

節
黙
想
会
＝
３
月
24
日
（
土
）
10
時

～
16
時
、
聖
公
会
神
学
院
。
黙
想
指

導
＝
竹
田
眞
主
教
。申
込
み
不
要
、

 今週・来 週 の予 定

３月１１日～２４日

昼
食
持
参
。

　
　
　

　
▽
聖
パ
ウ
ロ
教
会
パ
イ
プ
オ
ル
ガ

ン
コ
ン
サ
ー
ト
②
　
３
月
16
日（
金
）

19
時
開
演
。演
奏
＝
ジ
ャ
ン
・
ク
ロ
ー

ド
・
ツ
ェ
ン
ダ
ー
。
３
千
円
・
高
校
生

以
下
千
５
百
円
、
全
自
由
席
。
03
（
３

７
１
０
）
６
０
３
１
。

（こ
の
用
紙
は
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
）
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常
置
委
員
会
報
告
（
２
月
22
日
）

＊ 
主
教
会（
２
月
27
～
29
日 

横
浜
）、

小
笠
原
聖
ジ
ョ
ー
ジ
教
会
公
式
訪
問

（
３
月
７
～
14
日
）な
ど
主
教
報
告
。

＊
事
務
所
非
常
勤
職
員
の
契
約
更
新
、

１
月
収
支
報
告
、
正
平
協
運
営
委
・
信

生
委
・
エ
教
区
協
働
委
等
の
各
主
事
報

告
を
了
承
。

＊
管
区
正
平
協
・
人
権
・
青
年
の
窓
口

担
当
者
を
承
認
。

＊ 

銀
座
朝
祷
会
の
継
続
開
催
を
検
討
。

＊
06
年
度
教
区
会
計
決
算（
一
般
・
特

別
等
）
に
つ
き
会
計
監
査
報
告
、
及
び

財
務
主
事
か
ら
の
説
明
を
受
け
、処
理

を
妥
当
と
判
断
し
、教
区
会
議
案
と
し

て
提
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

＊
月
島
聖
公
会
将
来
計
画
検
討
特
別
委

員
会
設
置
の
件
を
協
議
、教
区
会
議
案

と
し
て
提
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

＊
そ
の
他

信
仰
と
生
活
委
員
会（
２
月
23
日
）

＊
１
泊
研
修
会
報
告
、各
教
会
Ｇ
活
動

の
現
況
報
告
、山
手
Ｇ
大
斎
静
想
会
支

援
確
認
、Ｓ
Ｓ
連
絡
会
ス
タ
ッ
フ
会
の

活
動
報
告
な
ど
。

＊
青
年
活
動
支
援
部
の
発
足
経
過
、長

崎
・
大
阪
平
和
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
へ
向

け
た
取
組
み
報
告
と
協
議
。

＊
５
信
徒
講
座
の
テ
ー
マ
、日
程
を
含

め
た
報
告
と
協
議
。

＊
憲
法
９
条
の
学
び
、ソ
ウ
ル
教
区
訪

問
計
画
に
つ
い
て
の
継
続
審
議
。

　
　
　
　

　
▽
新
し
い
聖
地
旅
行
を
考
え
る
エ

ル
サ
レ
ム
教
区
訪
問
団
　
10
日
間
の

旅
程
を
終
え
て
２
月
17
日
、帰
国
。早

速
、エ
教
区
協
働
委
員
会
や「
サ
ラ
ー

ム
・
パ
レ
ス
チ
ナ
」の
席
で
報
告
会
を

開
く
な
ど
、
協
働
成
果
を
確
認
し
つ

つ
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討

を
始
め
て
い
る
。［
寄
稿
に
よ
る
報
告

を
次
号
で
掲
載
予
定
］

　
▽
教
会
史
信
徒
講
座
＝
教
会
改
革

の
足
跡
～
キ
リ
ス
ト
教
変
貌
の
軌
跡

～
　
講
師
＝
竹
内
謙
太
郎
司
祭
（
信

仰
と
生
活
委
員
会
主
催
）、⑥
ロ
ー
マ

教
皇
権
の
確
立
＝
３
月
16
日（
金
）19

時
、
教
区
会
館
。
参
加
費
５
百
円
。
照

会
先
電
話
＝
03（
３
４
３
３
）０
９
８

７
・
宣
教
主
事
宛
。

　
▽
銀
座
朝
祷
会
　
世
話
人
・
運
営

体
制
に
つ
き
Ｂ
Ｓ
Ａ
関
係
者
・
朝
祷

会
出
席
者
・
宣
教
主
事
ら
関
係
者
で

検
討
し
て
い
た
が
、当
面
、関
係
有
志

に
よ
り
継
続
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、

３
月
も
従
前
ど
お
り
実
施
さ
れ
る
。

３
月
２
回
目
は
27
日（
火
）７
時
半
か

ら
ル
ノ
ア
ー
ル
喫
茶
室
ニ
ュ
ー
銀
座

集
会
室
で
。柳
時
京
司
祭（
立
教
大
学

チ
ャ
プ
レ
ン
）の
感
話
。
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【
春
の
教
区
会
】
　

　
か
ね
て
公
示
の
と
お
り
植
田
教
区
主

教
召
集
に
よ
る
東
京
教
区
第
１
０
４

（
定
期
）
教
区
会
が
３
月
21
日
（
水
・
休

日
）
９
時
か
ら
17
時
ま
で
、
聖
ア
ン
デ

レ
主
教
座
聖
堂
・
聖
ア
ン
デ
レ
ホ
ー
ル

を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
。書
記
は
須
賀

義
和
執
事
・
神
崎
和
子
司
祭
の
２
人
。

出
席
は
教
役
者
議
員
＝
聖
職
38
人
、聖

職
候
補
生
・
伝
道
師
４
人
と
、
信
徒
代

議
員
71
人
、
い
ず
れ
も
前
回
、06
年
秋

期
教
区
会
の
時
と
同
数
。他
に
各
委
員

会
委
員
長
を
含
む
番
外
議
員
も
。審
議

す
る
議
案
は「
２
０
０
６
年
度
一
般
会

計
・
特
別
会
計
・
収
益
事
業
会
計
の
決

算
案
」
を
中
心
に
調
整
中
［
そ
の
他
、

次
週
で
紹
介
予
定
］。

　
▽
聖
公
会
神
学
院
卒
業
礼
拝
　
３

月
17
日
（
土
）
14
時
か
ら
第
91
回
卒

業
礼
拝
が
同
院
諸
聖
徒
礼
拝
堂
で
行

な
わ
れ
る
。
説
教
者
は
鈴
木
育
三
執

事
（
北
関
東
教
区
・
１
月
６
日
に
叙

階
）
。
卒
業
予
定
者
は
６
人
で
、
東
京

教
区
関
係
者
４
人
（
試
験
結
果
を

待
っ
て
次
号
で
紹
介
予
定
）
、横
浜
・

沖
縄
教
区
各
１
人
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
神
学
館
（
京

都
）
の
卒
業
式
は
15
日
に
。

　
▽
各
教
会
会
計
委
員
懇
談
会
　
財

政
委
員
会
（
長
・
横
倉
正
義
）
主
催
で

開
か
れ
、06
年
度
決
算
の
概
要
報
告
を

含
め
た
教
会
・
教
区
財
政
問
題
を
話
し

合
う
。
３
月
17
日
（
土
）
14
時
か
ら
17

時
ま
で
、
聖
ア
ン
デ
レ
ホ
ー
ル
で
。

　
▽
教
区
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
今
年

度
の
実
施
が
決
ま
っ
た
。
９
月
24
日

（
月
曜
・
休
日
）
、
池
袋
・
立
教
小
学

校
、
実
行
委
員
長
＝
笹
森
田
鶴
司
祭

（
神
愛
教
会
）。

《
今
、こ
の
教
会
で
は･･･

》

　
聖
路
加
国
際
病
院
聖
ル
カ
礼
拝
堂

　
一
昨
年
の
５
月
に
井
原
泰
男
司
祭

が
亡
く
な
ら
れ
て
以
来
、
管
理
牧
師

の
大
畑
司
祭
は
じ
め
、飯
田
主
教
、西

村
司
祭
、
米
村
司
祭
ら
が
上
田
執
事

を
お
支
え
下
さ
っ
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
１
月
に
晴
れ
て
上
田
執
事
の
司

祭
按
手
が
叶
い
、
一
同
喜
び
に
耐
え

ま
せ
ん
。当
礼
拝
堂
は
、聖
路
加
国
際

病
院
・
看
護
大
学
の
付
属
礼
拝
堂
で

あ
り
つ
つ
教
区
教
会
で
も
あ
り
、
職

員
や
学
生
へ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
入
院

患
者
の
方
へ
の
対
応
も
重
要
な
役
割

の
ひ
と
つ
で
す
。
病
院
で
の
生
と

死
、
回
復
と
別
離
の
経
験
か
ら
礼
拝

堂
を
訪
れ
る
方
々
も
あ
り
、
こ
れ
ら

の
方
に
対
し
て
も
真
に
役
立
つ
働
き

を
果
す
こ
と
が
、
教
会
と
し
て
の
恒

久
的
な
課
題
で
す
。   (

阿
部
　
裕)

　
　
　
　
　
　


